
鳥
取
・桂
見
遺
跡

―
人
ツ
割
地
区

・
堤
谷
東
地
区

・
堤
谷
西
地
区
―

１
　
所
在
地
　
　
　
鳥
取
市
桂
見

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
―

一
九
九
二
年

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
東
部
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
牧
本
哲
雄

。
小
谷
修

一
・
高
垣
陽
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
包
含
層

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

桂
見
遺
跡
は
、
鳥
取
市
街
地
か
ら
西
方
へ
約
四
臨
、
湖
山
池
南
東
の
標
高
約

二
ｍ
の
水
田
地
帯
及
び
丘
陵
裾
部

・
谷
部
に
位
置
す
る
。　
一
九
九
三
年
か
ら
県

道
整
備
事
業
に
伴
い
、
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

縄
文
時
代
後
期
の
包
含
層
で
、

＞

ほ
ぼ
完
形
の
九
木
舟
二
艘
、
ネ

湘
ット
状
編
み
物
・杓
子
な
ど
の

取鳥

木
製
品
、
土
器

。
石
器
が
多
量

備

に
出
土
し
た
。
縄
文
時
代
晩
期

諏
―
弥
生
時
代
前
期
に
か
け
て
は

く

砂
州
が
発
達
し
、
そ
の
上
面
で

土
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代
後
期
―
古
墳
時
代
前
期
の
包
含
層
で
は
、

多
量
の
建
築
材
な
ど
か
ら
な
る
木
器
溜
り
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
、
丘
陵
裾
部
で

弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
が
五
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
―
平
安
時
代
で

は
丘
陵
裾
部

・
谷
部
で
建
物
跡
、
低
地
部
で
杭
列

・
溝
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
木
器
が
集
中
し
て
出
土
し
た

地
点
が
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
中
世
の
包
含
層
で
は
、
水
田
に
伴
う
と
考
え

ら
れ
る
杭
列

・
溝
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
九
四
年
度
調

査
の
奈
良
―
平
安
時
代
の
包
含
層
中
か
ら

一
点
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜

米

国

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岸
ｏ
睫

囀
契

伽

ｏ
諾

形
状
は
、　
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
完

形
で
あ
る
。
表
面
及
び
側
面
は
丁
寧
な
削
り
に
よ
り
平
滑
に
な
っ
て
い
る
が
、

裏
面
は
割
っ
た
ま
ま
で
加
工
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

鳥
取
県
教
育
文
化
財
団

『桂
見
遺
跡
―
八
ツ
割
地
区

・
堤
谷
東
地
区

・
堤
谷

西
地
区
―
』
全

九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牧
本
哲
雄
）




